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　高塵1な経済成長は我が国の社会構造に大きな変化をも

たらした。急速に進む都市化、 これに伴って国民の生活

様式の変化、人口の流入流出による過密・過疎地帯の発

生など、多くの問題が起っている。同時に情報化時代と

いわれる現代において、その中に生活する我々は次々に

導入される情報にまどわされている感がなくはない。こ

のような現代社会において、母子保健対策は如何にある

べきかを考えてみる必要があろう。過密地帯に1ま公害が

口

あり、それと反対に過疎地帯においては医療の貧困がみ

られるずこの中にあって、乳児は如何なる状態におがれ、

それを喬てる母親は如何なる態度をもって接しているの

であろうか。この乳児をめぐる社会環境を調査すること

によって乳児の保健指導対策の手段としたいと考えて本

調査を企箇した。今向は大都会に住む乳児をめぐる家庭

環境について調査した◇

皿　調査対象と調査方法

1．対　　象
　対象は、生後3か月の第1子の乳児をもつ母親脅、東

京、川崎市に住むものである。

　東京の対象は二種類あり、一つは愛育病院産科にて出

産の経験があり、その児は同院保健指導部に来所して身

体発育状態、疾病異常の有無、栄養や養護の指導を受け

ている群（以下、愛育群と略す）、他方は、束京都渋谷

保健所管内に住む母親（以下、渋谷群）とである。

　川崎市の対象は、川崎市御幸保健所管内に住む母親

（以下、御幸群）である。

　それぞれの群の地域の概要は次の通りである。

　渋谷群は、渋谷区全域にわたり、全対象人口は約25万

人である。区内は都内有数の盛り場である渋谷駅前を中

心とする商店街、千駄ケ谷、神宮前、南平台、 代官即な・

どの代衷的高級住宅地、笹塚、恵比寿のように商・工・住の

混在している地域など、都市のあらゆる機能別にみた地

域を全て含有するといってもよい。一般に住民の衛生健

康についての関心は強く、宮公私立の医療施設も多く、

その利用度も高いと報告1｝されている。

　川崎市御幸地区は、かつて川崎中央保健所管内であっ

たものが、昭和42年に御幸保健所が新設されて分かれた

もので、国鉄川崎駅の北側に拡る地域で、東は多摩川、

茜は横浜市鶴見区に接しえいる。管内には、電機メーカ

ー、鉱業、乳業などの大企業があり、いわゆる町工場も

散在している。公営の団地も多くみられるが、この地域

の住宅の主体は民問の借家または賃借アバートである。

　（第1図参照）
　r 愛育群は、1かつての調査結果2，からみて主として・東

京山手地区の住民が多く・愛育病院所在地の港区・ 渋谷

区、目黒区、 世田谷区、 木田区が多い。

2．方　　　法
　これらの三群の母親に別表の如きアソケート用紙を配

布し解答を得た。その回収は・愛育群は保健揖導部受診

当日（その日が各々の乳児の生後3か月の検診）、渋谷

群、御幸群は3か月検診にそれぞれの保健所に来所した

際に配布し、翌々、日ツベルクリソ反応判定日・に回収し

た。

　質問は、A……Fの6項目に分かれ、A＝家族構成、

B：乳児についての愁訴、C：栄養法、、D＝疾病、E；

育児、哺育、F＝衛生知識に関するものに分けた。
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第1図　川崎市御幸保健所管内略図
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（別表）

〔アンケート用紙〕

　次のことにお答えくださるよう御協力をお願いします

（）の勅鞘な謙の番号を○で囲み空欄には記入してくだきい

A　ご家族についておたずねします

　i）　お父さんの年齢（　）歳　　学歴（大・短大、専門、高、旧制中、新制中一卒業、中退）

　ii）お母さんの年齢（　）歳　　学歴（大・短大・専門・高・旧制女、新制中一卒業・中退）

　轍）お母さんの職業　　無、有（　　　　　　）

　iv）お年寄と同居していますか（1していない　2している）

　　 している人は誰とですか’

　　僑争祖父（ ）歳柵（）歳5元鄭癩がち）
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B 赤ちゃんのことで現在困っていることがありますか（1ない　2ある）

あれぱ次のどれですか

C　栄養法についておたずねします

i）現在赤ちゃんの栄養法は何ですか

　　　（1母乳　　2混合　　3人工）

　ii）なぜ亘）のようにしていますか

　　a．「母乳」の人

D

E

b

〔1難騨灘変驚藁酬獅岬灘し1
　「混合」「人工」の人

iii）いつ頃からi）のようにしていますか

　　（1生まれた時から　　2（　　）か月頃から’　　　）

iv）その時誰かに相談 しましたか

　　（　　1自分の考えで　　2医者に　　3保健婦，助産婦に
　　5家族に（　　　　　　　　）　　6その他（

V）あなたの赤ちゃんはよそめ赤ちゃんに比べて

　　（1大きい　　2普通　　3小さい）

　病気と主治医についておたずねします

i）　近所に小児科の医院または病院がありますか

　　（1ある　　2ない　　3知らない）

ii）赤ちゃんだけのかかりつけの医者がいますか

　　（1いる一小児科医、他の科の医者　　2いない

iii）今までに赤ちゃんは何か病気をしましたか

　　（1いいえ　　2はい（病名一　　　　　　　　）

　　「はい」と答えた人一その時どうしましたか

　　（　　1医者の診察を受けた　　2自宅にあった薬を与えた
　　4そのままにしておいた　　5そグ）他（

　育児についておたずねします

i）　育児轡をもっていますか

　　（1もっていない　　2もっている）

　a．「もっている」と答えた人

　　何種類もっていますか　　　　（）種類

　　　著者は（1日本人　　2外国の翻訳）

4知人こ〉

3まだ決めていない）

3薬局で勲買つ ）
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　　　入手方法（1自分で選んで ．2他の人からン

　　　入手時期（1赤ちゃんの生まれる前　　2赤ちゃんが生まれてから）

　　　利害について（1役に立っていない　　2役に立っている）

　　　　　「役に立っている」人はどんな時に役に立ちますか

　　　　〔　　　　　　／
　b，「もっていない」と答えた人はなぜもっていませんか

〔鐵綴誇赫撫膝霜騨誓T
ii）主に赤ちゃんを育てている人は

（舗齢預け騰懲そ識の家等4幣預働
揃）育児について誰かと意見が対立しますか

　　（1する　　2しない）

　a．「すると答えた」人は誰れと対立しますか

〔灘突端禅騨聯：〕
　　対立したときはどうしますか

（潮欝たとおりにする2相手に従う3よいと思うことだ幣）

　b．「お年寄』と同居している人は次のことに答えて下さい

　　　「お年寄」と同居していることは赤ちやんを育てることにとって

　　　（1役に立たない　 2害ζなる．　3役に立つ　　4わからない）

　c，「お年寄」と一緒に住んでいない人は

　　　赤ちゃんを育てるためにお年寄と一緒に住みたいと望みますか

　　　（1望まない　　2望む）

F　次の間に答えて下さい（参考密などをみないで自分の考えだけで答えてください）

i）　母児血液型不適合という言葉を知っていますか

　　　（1知らない　　2知っている）

　i玉）交換輸血という言葉を知っていますか

　　　（1知らない　　2知ρている〉

iii）25009以下の体重で生まれた赤ちゃんを何といいますが（　　　　　　　）

　iv）生後3か月で赤ちゃんの体重は生まれたときの何倍になりますか（　一一）

　v）赤ちゃんの首がすわるのは何か月ですか（　　　）

　vi）赤ちゃんの栄養法として何が理想ですか

　　　（1母乳　　2人工　　3混合　，4わからない）

　vの離乳は何か月頃からはじめるのがよいと思いますか（　　　）

　viii）鶏卵1個と牛乳工80cc（1合）と、どちらが栄獲がありますか

　　　（1卵　　2牛季し　　3同じ　　4わカ・らない）

　ix）生後12か月までに受けなければならない予防接種は何種類ありますか（ 　　 ）

　X）赤ちゃん体操を知っていますか

　　　（1知らない　　2知っている）
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H調査結果
1．回収率

渋谷群73．7％、御幸群74．7％である。

2，年齢と学歴

対象の母の年齢をみると各群の間に幾分め差を認めて

いる。第1表に示す如く、最も多い20歳代の母は愛育群

84．7％‘渋谷群80．9％、御幸群87．5％で、10歳代の母が

渋谷群0．5％、御幸群2．2％あり、30歳代以上のいわゆる

高年初産の母は愛育群13，8駕、渋谷群17．2％、御幸群

9．4％で御幸群が最も少ない（P之0．05）。

対象者の夫、即ち乳児の父の年齢の分布を同じく第1

表に示した。愛育群の父が最も年齢が大きく、渋谷群、御

幸群の順である。20歳代の父は御幸群が最も多く66，2％

を占め、渋谷群57．0％、愛育群48，2％の順となってい

る。一方、30歳代は愛育群50．3％で最も多く、渋谷群及

び御幸群4L2％である。

学歴について調べた。第2表にその結果を示した。学
歴を大学、一 大、専門学校、高校、旧制中（また女）学、

新制中学に分けて検討した。父の学歴をみると、大学卒

（短大、専門学校を含む）以上の学歴を持つものは、愛

育群69．4％、渋谷群36．6％、御幸群14．8％で御幸群が有

意（P＜0．01）に少ない。逆に中学卒業までの義務教育

のみの者は愛育群6．6％、渋谷群14，5％にすぎず、御幸

第1表父母の年齢

～19　　　　20～24

％才
25～29　30～34　35～39　40～　　N．A．　計

才％

愛育会（2）
6

（4．4）

60
（4多．8）

　54　　　11
（39，4）　（8，0）

4　　　2　　
137

（2，9）　（1．5）　（100，0）

父渋　谷会（2）（謁 ロイ

（51，6）
　57
（25，8）

　29　　　5　　　4　　 22皇

．（13．D （2．3）　（聖・8）（10Q・0）

御幸会（2）
27

（2！．1）

12生

（54．i）

63

（28，L）
9　　　3　　　1　　224（4，0）　（1，3）　（0．4） （100．0）

I　　　　　　I　　　　　　I　　　　　　I　　　　　　I　　　　　　l　　　　　　I

母

愛晦（2）（、31曾）1（7111）1（g鷺）1（3．2）［（・，1〉1（・．考）1（1品

渋晦（銑1）1（剥（5111）1（！31？）1（3，2）1（・．1）1（1．1）1（1品

御搬（2，茎）1く341§）1（5119）i（611）i（1，1）1（・．琴）1（・，1）i（・お16）

第2表父母の学歴

父

母

1　1短大1師1高校旧制宴1新副N夙計
愛粥剃Q，奪）1（9）副（2）1副α1）健乙）

渋谷 6）1副副㈱18）1副剥副品
御噸。倒副。．§）1副G，§）幽1圃品

愛司篇）1㊦琳d）1剃ω1）1繭副。品

渋谷 琳副圃Φll§）1副副α今）副）
御晦G．§）1副4．書）1副副副⑱1言）1磁
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群は最も多く29，4％と有意差（Pく0．01）がある。対象

者の学歴は、大学卒業は愛育群が最も多く御幸群が最も

少なく、44、 8％と5、8％で有意差がある。中学卒は御幸

群が42，0鬼で最も多く、愛育群が4．4％で最も少なく有

意（Pく0．001）である。

3，職 業

　父の職業は三群とも給料所得者が多く、愛育群は那務

系及ザ専門管理職が多く、御幸群は工員及び事務系会社

員が多い。渋谷群は、二群の混合型とみなしてよい。

対象者で職業を有するものは、第3表に示した如く愛

育群12，4％、渋谷群9．0％、御幸群7．6％と愛育群がやや多

い。愛育群にみられる職種は自由業、ディザィナー、教

員が多く、御幸群では店員、理容、美容師が多い。

4．家族構成

第3表母の職業

対象となった家庭の家族構成を第4表に示した。祖父、

祖母またその両方と同居している対象は、愛育群と渋谷

群にやや多く御幸群は8．8％と少ない。同居している老

人は父方の祖父母が多い。

　また、現在祖父又は祖母と同居をしない核家族の対象

者で・老人との同居を希望するか否かの質問に対して・

「畢む」と答えたものは愛育群26，8％、 渋谷群32，6％、

御幸群41．0％で御幸群が多い。

　　1有　無IN，A，1計
　会幽「凋「凄丁颪
渋購（918）（8111）1（2．1）（、品

　　　　　　　　　　1
御紛（711）（811§）（3，ま）（、諾16）

5，主なる哺育者

第5表に示レた通り主なる哺育者は、三群とも母親

（対象者）であり、次いで祖母である。保育園に預けて

いるものは各群とも1例（O．4～0．7％）にすぎない。

6。栄養法
生後3か月現在の栄養法について調べた結果が第6表

である。母乳栄養は三群とも30％に満たない。一方、人

工栄養は三群とも50％以上を占めており・三栄養法とも・

三群間に有意差を認めていないQ

母乳栄養を行なっているものに、母乳栄養をしている

理由を質問して得た解答の結果は、「母乳の分泌良好」

が第1位で、次いで「最良の栄養法』と答えたものであ

る。この二つの解答は三群間に差はない。　「経済的」と

第4表　家族構成（核家族か否か）

同居有
父 方 母 方

同居無 N．A． 計

祖父i祖倒祖鯛祖父1祖釧祖畑
愛 育 人　　39

（28．5）
　　4

LO．3）
　　9
23．1）

　10
25．6）

　2　　　　5
5，夏）　（i2．8）

　　5
12．8）

　98
71．5）

　0
一）

　里37
皇00，0）

渋 谷 人　　47
（21．3）

　1
2．L）

　　8
17，0）

　14
29．8〉

　1　　　　　5
2．L）　（10，6）

　　7
14，9）

　169
76，5）

　5
2．2） 　221

IOO．0）

御 幸 人　　L9
　（8，5）

　　3
15，8）

　10
52．6）

　0
r）

　！　　　　　5
5．3）（26．3）、

　O
一）

　生98
88．4）

　7
3．1） 　224艮00．0）

第5表主なる哺育者
』　’二”　

1母 1糧母1他の家族1他人1保育剛その他1 N・A・1
計

愛 育 人　皇21
（88．3）

　6　　　　　0　　　　　　0　　　　　　互　　　　　0
（4．4）　　　　　　　　　　（o．7）

　9
6．6〉 　137100．o）

渋 谷 人　210
（go，9）

　11　　　　　　1　　　　　　豆　　　　　1　　　　　2
4．9） 　（0．4）　　（0．4）　　（0，4）　・（0．9）

　5
2．皇） 　221旦oo，o）

御 幸 人　20Q
（89，3）

　8　　　　　0　　　　　0　　　　　1　　　　　2
3，6）　　　　　　　　　　（0．4）　　（0．9）

　13
5，8） 　224夏oo．o）
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第6表栄養方法 第8表罹病状況
1母乳混合人工N・A・卜計

愛齢（2411）（241§）（5轟 　137（100．O）

渋般（271？）（、鵡（5路（め（1品）

御粥（2411）（211呂）（5111〉 　224（Loo．o〉

罹e病罹 病N・A・ 計

愛醗（64翌） 　44
（32．2）

　5　　　　互37
（3，6）　（』OO．0）

渋谷飯，轟 　86
（38．9）

　5　　　　221
（2．3）　（皇QO．o）

御幸会（511る） 　99
（44．2）

　41　224
（1．8）1（皇oo．o）

　　卜
答えたものが渋谷群9，7％、御幸群8．0％で愛育群の3，2

％より多い。

　また、混合、人工栄養を行なっているも0）では「母乳

分泌不良」を挙げているものが三群とも最も多く70～80

％を占めているが、「母の勤務のため」というのが愛育

群5．5％、渋谷群6，1％、御幸群2．8％となっている。ま

臼た、「生まれた病院で人工、または混合栄養であったか

ら」、「何となく」という答が渋谷群及び御幸群に10％前

後みられた。

　現在の栄養法を行なうために誰かに意見を求めたかと

いう質聞に対する解答で、「自分だけの考えで」という

のが最も多く、愛育群54．8％、渋谷群44，8％㌔御幸群

48．2％となって三群に差はない。相談した相手で最も多

いのは医師で、愛育群27，8％、渋谷群27，2％、御幸群

27．2％で全く差はないが、保健婦または助産婦が相談相

手となったのは、愛育群4，8％、渋谷群11．9％、御幸群

15．2％となっており差がみられる。また、家族が相談相

手になったのは愛育群U．1％、渋谷群6．8％、御幸群7．3

％と愛育群が多い。

17．乳児の体格と疾病

　自分の子どもの体格が他の乳児と比較して大きいか小

さいかを答えさせた。結果は第7表にみられる通り三群

間に差はなく、各群とも「普通」と答えたものが最も多

いo

　第8表には調査当日までに罹，患した疾病の状況を調べ

た結果であるが、愛育群が最も少なく32．2％、御幸群が最

第了表乳児の体格

も多く44．2％となっている（0．05＜Pく0．1）。最 も多い

疾患は「感胃」である。

8．　育児書の利用状況

　情報化時代の昨今、育児に関する情報は多くの方法に

よって得られるが、そのうち最もよく利用されていると

みなすことができるのが育児霧であるが、その育児雷の

利用の状況について調査した。第9表に示した如く何ら

かの育児密といえるものを持っているものは、愛育群が

最も多く82．5％、渋谷群が73．3％、御幸群最も少なく59、8

％となっている（0．01＜Pく0，05）。育児書の数も一種

類だけでなく2～3種揃えているものもあり、最高は5

種類もっているものがあった。2種類以上もっているも

のの多くは、そのうちの1種類を外国人の著秘で和訳し

たものを持っているものが多く・外国書の翻訳物の普及

率は、 愛育群が38，8％、渋谷群16．2％、御幸群7．5％と

愛育群が多い（0．01＞P）。また、育児書の入手動機に

ついては自分で求めたものが愛育群51，3％、渋谷群63，3

％、御幸群59．7％となっており、愛育群がやや少ない。

入手時期を出産前と出産後に分けてみると、妊娠中に既

にもっていたものは、愛育群63．4％、渋谷群67，4％、御

幸群65マ％で三群に差はなく育児について早期から育児

雷による知識の導入がなされていることがわかる◇

　育児露の利普については、　「役に立っている」と答え

たものは、愛育群88．0％、渋谷群92．9％、御幸群85、1％

となっており渋谷群にゃや多いが有意差ではない。月齢

第9表　育児轡の普及

1大きい1普通1小さいIN・A・1計

愛醗（3謁（45？1）（，311）（4．2）（、品

渋購（38曾1）（5協（、。1茸）（歯（、品）

御噸（3711）（41？1）（1213）（1．1）（1品

有 無 IN・A・ 計

愛育全（8鴉 　20
（14，6）

　4　　　　137
（2．9）　（夏00．O）

渋谷飯，鴇 　59
（26．7）

　0　　　　221
（一）　（100，0）

御襯（5轟 　88
（39，3）

　2　　　　224
（0，9）　（LOO，0）
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毎の発育状況、 栄養法、、疾病異常の探知、泣いたりぐず

ったりして困った時などに参考にしたと答えている対象

が多かった。

．一 ・育児魯を所有していないものに対して・所有し

ていない理由について質問した。育児上問題が起6たと

】V　考

　大都会に住み第1子で隼後3か月の乳児をもつ母親を

対象にアソケート用紙を配布して育児について種々の質

問を行ない、その解答から母親の育児態度を分析し保健

指導上の問題点をみっけようと試みた。

　先に雷いたように核家族の増加が著しい東京及び川崎

市からそれぞれ一地域を選び、対照の意味で特定地域で

はないが、社会経済的、社会陛層的に見て殆んど一定し

ているとみなしてもよい愛育病院保健指導部来所の母親

をも対象とした。

　対象者の年齢，学歴にも開らかな地域差がみられてい

ることからこれらの質問に対する解答はそのまま地域差

とみなすと同時に学歴差とみなしてもよいと考えてもよ

いのではなかろうか。高等教育を受けているものの多い

・愛育群と義務教育だけで終了しているものの多い御幸群

とではおのずからその育児態度、育児意識に差がみられ

るのは当然であり、衛生健康面の関心度もかなりの差が

みられている。また、対象者の夫（乳児にとっては父親）

の年齢、学歴にも三群間に差がみられている。学歴の差

は必ずしも経済的な差を意味ずるものではないが、父の

職巣の差からみてもある程度判るようにい育児態度～育

児意識には社会経済的因子が大きな影響を与える要因で

一あること昏まし、うまでもなし、。

　家族構成をみると、川崎市御幸地区には核家族が多い

ことがわかる。この核家族の増加が問題である。浜本は、

核家族の増加によって育児経験のない若い母親がいろい

ろと迷っていると述べているが、ある程度の医学的知

識は発達した傭報文明から得ることができるから余り心

配する必要はないという意見を述べぐいる学者もいる。

しかし、いかに知識を得ることができ．てもそれを正しく

理解する能力を持たぬ以上問題にはならぬと考えられ

る。この御幸地区は核家族の増加に加えるに、学歴の差、

社会経済的差が他の二群に比べて大き廓ことからく る弊

害がみられることが想像される。必ずしも育児樫が正 し

い情報提供物とはいえないが、この御幸群では育児雷の

普及度も低いのである。ここに豪診率の差と、して現われ

ているといっても過雪ではないと考える。このような地

域にこそきめ細かく正しい保健指導を行なえるような機

きには・「医師また保健婦に相談する」 と答えたものが

最も多く愛育群52、6％、渋谷群44，4％、御幸群52．6％と

なってお弧　「別の人から助晋を得る』と答えたものが

渋谷群に多く33，3％、御幸群17．9％、愛育群5．3％とな

っており有意に愛育群が少ない（Pく0101）。

按

関の設立が望まれるのではなかろ．うか。

　御孝地区の住宅について御幸保健所の協力を得て調べ

たが、約80％が民間の賃借アバートに住んでおり、間取

りも6畳と台所というものが大半を占めていた。　「専用

の便所があう」、というものよg「共同の便所」が多い結

果を得た。当然浴室のあるものが少なく銭湯を利用して

いる。 このような住宅癖情の下の育児についての正しい

指導は如何にすべきであろうか。罹病率が高いこともこ

の住宅恋情がある程度反映していることは当然であろ

う。

　栄養法については、 最近母乳栄養児の減少が多くの報

告3川でみられるが・今回の調査で三群に全く差がみら

れなかったことは注目に値する。愛育病院景ま、妊嫉中の

母親学級や分娩後の新生児室入院中｝Fおいても轡騒¢）確

保に努力していることは以前の調葦51で嘩馨れてい

るのであるが、今回に関しては他の二群と全 く差がな

い。これは如何なる理由によるものであろう。母乳栄養・

児の減少の触とし賭紡れるものに・騨め母寧
対する認識の間題、母乳の確保に対する努力の欠如、母

親働労都増加したこと・安易に人工継祥酵る
時代になっていること、母親の疾病異常などが挙げられ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 繍隠
る7，。しかし、今回の調査では、勤労嬢人ほ8ゆ～珍，5％

にすぎず、母乳栄養でない人でこれを理由にし《いるの

は2．8～6．1％である。母乳栄養でない理由の最多は盲

揖乳分泌不良であったが、宮崎oがいう劣5琴新生男期

に母乳確保に努力すれば80％以上が母乳栄養を確立でき

た・という調査からみて・今回の対象者の努力はどの程度

であったか疑問が残る。また、、母親ばかりでなく医療従

事者にも安易に入手できる人工乳に対する考え方をもう

剛度見直す必要があるのではながろうか。これは、生ま

れた病院で人工栄養だったからという解答が多かった点

からみてもわかる。

　育児、哺育に関する知識を得る手段としての情報文化

の最も一般的なものである育児魯について調査したが、

育児轡の普及は地域によってかなり差がある結果を得

た。核家族が多い地域でありながら育児密を利用してい

る母親が少ない点に注目したい。育児上困難に遇った揚
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高　野他＝大都会の母親の育児態度に関する研究

合には、医師及び保健婦や助産婦に意見を求めると答え

ているが、果してどの位活用されているか問題である。

育児轡の入手動機に関する調査で、妊娠中から育児轡を

持って育児についてかなり関心度が強いことを示してお

り、多くのものが育児轡が役鱒立ったと答えていること

からみて育児轡は情報獲鴛の手段として役割は大きいこ

とがわかる。

　勤労嫌人に関する関3，の調査をみると、女子就業者中

有配偶者の占める割合は、全国平均52．2％であるが、妊

娠、出産そして更に育児という条件が加わることによっ

て多少の変化がみられる。一方、我々の対象で職業のあ

るものは10％前後である。

V　結

　束京、川崎市の第1子の3か月児を持つ母親を対象に

して育児態度をはじめ育児環撹についてのアソケート調

査を行ない二、三の見地を得た。

　1）　乳児の父の年齢は、川崎御幸地区が若く、愛育群

は年齢が大きい、また、同様のことが母の年齢について

もいえる。両親の学歴も、愛育群は大学卒渠などの高等

教育を受けたものが多く、御幸群は義務教育のみ終了者

が多く、渋谷群はその中間である。

　2）　乳児の母で職業を持っているものは、愛育群が最

も多く、次いで渋谷群、御幸群となっている。

　3）　祖父・祖母との同居は御幸群が最も少ない。

　4）非同居群のもののうち・同居を希望するものの割

合は、御幸群が最も多いが、愛育群が最も少ない。

　5）　母乳栄養を3か月まで続けたものは、三群とも30

％以下である。

　6）乳児で調奄時までに何らかの病氣にかかったもの

は、御幸群にやや多い傾向がある。

　7〉　育児書をもっているものは、愛育群が最も多く、

御幸群が最も少ない。

　以上、大都会に於ける乳児をめぐる哺育環蝿の差を地

域別にみたが、大都会における母子保健のより以上の充

実が望まれる。

　稿を終るに当り、協力頂いた束京都渋谷保健所、川崎

　家族形態を調べた同じく関の報告によると、一般にい

われるようにたしかに核家族化への甑向が著しい。これ

は我々の調査からもうなづける。老人との同居は俸給生

活者より自営家族にはるかに高いという関の報告からみ

て、我々の対象、特に御幸群においては自営業家庭は非

常に僅かであった（8．1％）ことから判る。

　以上、地域別に3か月児をめぐる哺育環境をみてきた

が、過密地帯の二大都市においても地域により差は大き

いものがあることが判閉し、その母子保健指導のより以

上の必要性を痛感した。

　また、地域差ばかりでなく、母親の学歴、 母親の年齢

などによる育児態度の追究を行う予定である。

び

市御幸保健所の職員の方々に感謝いたします。
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